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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、幼稚園の一つのクラスで週に１回ないし２回、３歳から５歳までの３年間の縦

断的なビデオ観察を行い、その記録を分析することを中心とした。また並行して、各々の分担

者がそのフィールドで行った観察を元に検討した。幼児教育を貫く３つの軸として「協同的な

学び」や自己制御、学習の芽生えを取り上げ、それらを、構成遊び、ごっこ遊び、製作活動、

クラスのグループの話し合い活動等を通して、「目的を志向する傾向」が成り立つ過程として位

置づけられることを見いだした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

In this study, first, we conducted a longitudinal video observation about a class once 

or twice a week over 3 year period from 3-year-old class to 5-year-old class to analyze 

the protocol as a central research. Parallelly, each researcher examined the records of 

observation he/she did in each field. We took up 'cooperative learning', 

'self-regulation', and 'emergent learning' as three axes through preschool education. 

Then, we found that those axes are located as processes to make possible 'goal-oriented 

tendency' through construction play, make-believe play, shared production activity, and 

class group discussion activity and so on. 
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１．研究開始当初の背景 

「幼児教育における保育内容の再構造

化：学校教育を貫く 3 つの軸から」において、

協同的な学び、学びの芽生え、自己制御・抑

制などを取り上げて、幼児教育から小学校教

育へと接続する際のカリキュラムの中止的

柱としてとらえようとした。今日，幼児期の

教育と小学校以降の教育との連携推進が課
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題とされている中で，幼児期における「協同

的な活動」が重視され，活動の中の子どもの

経験や学びについて関心が寄せられている。

「協同的な活動」とは，保育園や幼稚園の主

に５歳児クラスで，保育者の援助の下，子ど

も同士が共通の目標を作り出し，協力し合い

ながら継続して取り組んでいく活動のこと

である。その構成要素や過程，保育者の支援

等実態については明らかにされていない。ま

た、そのことと、学びの芽生えや自己制御の

つながりについて論じられていない。 

 

２．研究の目的 

協同的な学びの実践の検討を中心に、さら

に学びの芽生え、人間関係の成立とそこでの

自己抑制などを検討して、幼児期の３年間の

成長の流れとして位置づける。そのための中

心として、「協同的な活動」を検討する事例

を取り上げ、５歳児クラスでの「遊園地作り」

の活動を中心に分析を行い，次に，幼稚園の

３年間の事例から協同的な活動の下地とな

るような経験を抽出して分析を行い，実践に

根ざした協同的な活動の在り方について明

らかにする。また各々の研究者のフィールド

において、子ども同士の具体的なかかわりを、

子どもの身体の動きに焦点を当て、幼児期の

人間関係の成立を明らかにすること、身体を

動かす遊びや運動の事例のうち，３学期のチ

ャレンジ活動を取り上げ，幼児の学びとそれ

を支える保育者の援助について検討する。こ

こでは，学びにつながる行動を「環境に興味

を持ってかかわり，試行錯誤しながら，気づ

いたり，工夫したり，考えたり，挑戦したり

すること」と定義した。さらに、幼児期の自

己为張・自己抑制の発達を、幼稚園の保育の観

察から明らかにする。子どもが自分の思いを为

張できるようになる過程や、自分の気持ちを調整

しつつ、相手の欲求やまわりの事情に配慮する

などの様子や、保育者の関わりや指導のポイン

トを取り出し、自己制御の発達への展望を検討

する。 

 

３．研究の方法 

 中心となるものとして、幼稚園において，

1 クラスの子どもたちが３歳児クラスに入園

して卒園するまでの３年間，週に２回程ビデ

オ撮影を行った。それに並行して、幼稚園の

３～５歳児クラスについて、年間１５回程度、

各研究者が主に登園時から昼食時までの午

前中の保育を観察し、そこで得られた事例の

分析と考察を行った。また、観察後にクラス

担任と話し合いを行った。映像から，出来事

のまとまりごとにエピソードとして文字化

して記録を行った。なお、幼児期の自己为張・

自己抑制の発達観察では、４歳児クラスで対象

児として自己为張が苦手な男児Ｈ、気持ちの調

整が苦手な女児Ｃの２名とした。 

 

４．研究成果 

(1) 「協同的な活動」を検討する事例として 

５歳児クラスの１１月に取り組まれた遊園

地作りの活動を分析した。 

遊園地作りの約 1カ月に渡る取り組みであ

る。５歳児クラスの遠足で遊園地に行った翌

週に，園での毎年の恒例行事である祭りの相

談を５歳児クラス全体で行う。そこで祭りの

内容が，「遊園地作り」に決定する。具体的

なアイデアを出し合い，子どもたちは自分の

作りたい出し物ごとにグループに分かれる。

翌日には「設計図作り」として，子どもたち

がグループごとに出し物について話し合い

をしながらイメージを絵に描いて表現する。

翌日からは毎日グループごとに子どもたち

が決めた時間に集まり，出し物作りを始める。

完成が近づくと，子どもたちが相談して，各

出し物の切符，遊園地の名前などを決める。

各出し物の名前はグループで相談し，それぞ

れ看板を描く。祭り当日には子どもたちが係

の仕事を分担して，３，４歳児クラスの子ど

もたちと保護者を招いた。 

 初めに活動の「目的」の側面から事例を分

析する。遊園地作りというのは当初の大きな

目的であるが，子どもたちは目的に向かって

整然と進んでいくのではなく，遊びを交え，

目的と手段とを行きつ戻りつしながら全体

の目標へと進んでいく過程が明らかになっ

た。素材と格闘しての試行錯誤や子ども同士

での教え合いが生まれた。５歳児クラスの協

同的な活動では，大きな流れの中では一つの

目的に向かいつつ，場面ごとには手段が目的

化するような相互作用を営みながら進むこ

とで，子どもたちがより積極的に協同へ向か

うという体験が促されていた。 

 次に保育者は多様なかかわりのもと、子ど

もたちの活動への支援を行っていることが

明らかになった。子どもたち自身で遊園地作

りの活動を行うために，保育者は祭りに向け

ての全体的な進行や，出し物の作業場所や当

日の配置等の大きな枠組みを定め，それを軸

に子どもたちに活動を促していた。また，保

育者は子どものイメージやこだわりを実現

していくための環境作りを行った。加えて，

協同作業の下地となる遊園地で遊んだ遠足

の写真や，子どもたちが描いた出し物の「設

計図」の掲示など，子どもたちが自分の経験

を想起し，イメージを具体化し，互いに共有



 

 

していくための媒介となる環境作りを行っ

た。子ども同士で話し合い，聴き合う態度を

伝えることで，子どもたちの協同を媒介する

役割を担っていた。安全性の確保や協同作業

の場作りのためには，保育者は直接的に子ど

もたちの活動に介入を行うこともあった。 

 活動の目的と手段との相互作用性につい

ても，保育者が役割を果たしていた。子ども

のアイデアや好奇心に耳を澄ませ，当初のプ

ランに包含していく保育者の姿勢が見られ

た。一見全体の流れの中で目的から道を逸れ

ていると捉えられるような行為も，保育者が

活動の一部として取り入れていくことで，全

体の協同体験を促していた。 

協同的な活動は５歳児クラスになったか

らできるというものではない。園では，遊園

地作りの活動が行われた５歳児クラスの１

１月までに，子ども達は幼稚園で仲間や保育

者とともに様々な経験を重ねてきている。本

研究では協同的な活動を構成する要素とし

て，「計画性」，「役割分担」，「目的志向」，「意

志決定」を提案する。次に，各要素の下地と

なる活動として，3 年間の観察調査の中から

事例を挙げて分類を行い，それぞれ要素の代

表例として，構成遊び，ごっこ遊び，製作，

話し合い活動の分析を行った。 

 計画性に焦点化した構成遊びの分析（３歳

児クラス 2 月の積み木遊び）から、目の前に

置かれた積み木の配置や，自身の体を使って

物を操作するという身体の動きに伴い「合

体」や「ドア」というプランが生成されてい

くことが明らかになった。 

役割分担に焦点化した工事ごっこ遊びの

分析（4 歳児クラス 9 月の砂遊び）では、「工

事ごっこ」という共通のイメージが中核とな

り，共に体を動すという身体的協同性が，子

ども同士での声のかけ合いや，役割分担を支

えていた。 

目標志向性に焦点化した製作活動の分析

（５歳児クラス９月の万国旗作り）では、万

国旗づくりという大きな目的のもと，子ども

に自分なりの目標が立ち現われていく過程

が見られた。保育者と子どもが作品について

のやり取りを行い，保育者は子どもの描画の

志向性を理解し具体的な助言をしていく。子

どもが描きながら次第に国旗作りという目

標が生成されていき，結果的に作品が作られ

ている。 

意志決定に焦点化した話し合いの分析（５

歳児クラス６月の生活グループ名の相談）で

は、生活グループの再編成にあたり，各グル

ープが自分たちでグループ名を付けるため

に，初めに保育者が中心となって全体で「相

談」と呼ばれる話し合い活動を行い，名前の

テーマを決定し，その後，各グループで名前

を付ける過程を分析した。保育者は話し合い

の活動を通して，子どもたちに他者との意見

調整の方法という個別のスキルを教授する

とともに，座る，他者の顔を見る，発言を聴

くといった，穏やかで丁寧に話し合いを行う

という姿勢の伝達も行っている。 

 

(2) 身体の動きに特化した観察からは、以下

のことが明らかとなった。 

他者と同じ動きをすることは、子ども同士

の親密性を高め、子ども同士の人間関係の成

立に寄与する。 

身体の動きは、表情や声に現れる情動と密

接に結びついており、身体の動きが子ども達

の間で繰り返されることは、情動の共有にも

つながる。 

身体の動きならびに情動の共有は、大勢が

集まる場面（集まりの時間等）では子ども全

体に広まり、集団意識の萌芽となる。 

子ども同士の相互作用の「媒介物」の視点

から、身体だけでなく言葉、物の同型性もま

た、人間関係の成立に深くかかわっている。 

相互作用の媒介物としての身体、言葉、物

の特質を明らかにすることが今後の課題と

して見出された。 

 

(3) 「チャレンジ活動」における分析から学

びの芽生えを検討した。 

５歳児３学期になると，観察園では「チャ

レンジ」活動が行われる。チャレンジでは，

竹馬，一輪車，コマ，けん玉，縄跳びなど，

抵抗感のある遊びに継続的に取り組むこと

が目指されている。事例から，幼児の学びに

つながる行動として，繰り返し取り組む，う

まくいかなくても挑戦する，うまくいかない

理由を考える，工夫して試す，仲間をよく見

る，コツに気づく，コツを教えてもらう，コ

ツを教える，励ましあう，競いあう，数を数

える（歩数，回数），技を加えレベルを上げ

るが観察された。支えるものとして，保育者

要因では，近くで見守る，励ます，認める，

褒める，モデル，コツなど共有する機会を提

供する（個別，全体），安全確保が挙げられ

た。環境要因では，毎日の取り組みが分かる

全員のチャレンジカードのボードと記録を

色塗りするテーブル（下駄箱付近で外からも

可能，仲間と眺めて報告し合える），十分な

遊具の数，レベルの異なる種類や技のための

素材・遊具，複数から選択可能が挙げられた。 

すぐにできなくてもあきらめず，目標を持

って取り組み続けること自体が幼児の学び



 

 

であり，それを支えるための保育者の援助や

工夫が行われていた。チャレンジに取り組み

にくい幼児には，個別に声をかけ，抵抗感の

少ないものから始めてそばで励まし，仲間と

つないでいた。２月のお楽しみ会では，得意

技を保護者の前で披露する場が用意されて

いた。できたときの達成感や仲間と競争する

面白さ，より高度な技に挑戦する楽しさに身

体を通して気づく体験は，小学校以降の生活

にも活かされるものと考えられる。 

 

(4) 幼児期の自己主張・自己抑制の発達を二

人の子どもの事例から検討した。 

男児Ｈの発達的変化 

Ｈは４歳児から新入園のため、観察を始め

た６月でも、登園後しばらくは泣き、担任教

諭Ｍのそばにいて、自分から遊び始めること

ができない。６月下旬に園内のホールで５歳

児がお店屋さんをやり、４歳児はお客になっ

て買い物をするお店屋さんごっこがあった。

Ｈは、担任教諭と離れて、お店屋さんの５歳

女児に教えてもらい、はじめて 1人で買い物

ができる。Ｈは担任を探して、自分で買った

ものを見せる。担任が「自分で」買えたこと

を褒めてくれる。これが自信となり、時間 

終了まで、両手に抱えきれないほど、買い物 

をして、満面の笑みで教室に戻る。この日か 

ら後、登園後、泣く時間が短くなり、自分で 

泣きやみ遊べるようになった。そして 1 学期 

の終わりには、興味のあう友だちができ、一 

緒に遊ぶようになる。２学期以降には、主張 

の強いＫからの無理な依頼に、Ｈが嫌だとい 

うことを主張する場面、担任に自分が描いた 

絵をみんなに紹介してもらうようアピール 

する場面、自分のおもちゃをほしがる友人に 

別のものを渡して一緒に遊ぶ場面など、適に 

自己主張をしたり、調整したりする場面が多 

く見られるようになった。 

女児Ｃの発達的変化 

１学期から２学期にかけて、自分の好きな

ことをしているときや、自分の主張が通った

時は楽しく遊べるが、友だちから注意される

ことなどをきっかけに言い合いになること

があり、主張が通らない場合は、落ち込んで

行動が止まってしまうという場面が多く見

られた。落ち込んだときは、担任や仲間が近

くにいて、何度も声をかけるが、ほとんど反

応せず、立ち直るまでかなり時間がかなりか

かり、気持ちの切り替えができなかった。３

学期になると、落ち込んだ気持ちになったと

きは、ゆっくりと部屋の中を歩き、落ち着け

る場所を見つけてからは、自分から周りに働

きかけるという場面も見られるようになっ

た。 

 

結論的考察 

 保育者のかかわりとその役割の多様性の

中で，活動の目的と手段の相互作用性が維持

され，子どもの協同への主体的なかかわりが

実現していることが明らかになった。それ以

前の３歳児クラスからの園生活の中では，構

成遊び中で目の前の物や身体の動きを通し

て「計画性」が生まれ伝えあいが起こる経験

や，ごっこ遊びを通してイメージや場や動き

の共有から「役割分担」が発生し，製作活動

では，周囲の物理的環境や保育者や仲間との

やり取りを伴って描くという行為そのもの

を通して「目的志向」が立ち現れ，話し合い

を通して集団での「意志決定」の方法や態度

が伝達される事例を代表例を取り上げた。こ

れらの日々の経験が下地となり，結果として

保育者の支援のもと子どもたちが自分たち

で作る協同的な活動や目的的活動、またそこ

での学びへと結びついていると考えられる。 

特に、協同的な活動は遊園地作りに限らず，

園によっては，劇や音楽祭，協同製作等，様々

な形で取り組まれていると考えられる。また，

本研究で取り上げた要素以外にも，日々の園

生活での多様な活動が協同的な活動の下地

となっていると考えられる。遊戯や追いかけ

っこ，大型積み木をいっしょに運ぶ等、身体

を使った遊びを通して身体的な協同性を育

む経験や，鬼ごっこやドッチボールなどのル

ールのある遊びを通して，仲間を応援する経

験や約束を守ることで得られる楽しさやル

ールの大切さを学び，昼食の準備や飼育当番

を行う生活グループ等での活動を通して，仲

間と責任感を持って継続的に活動を行うこ

とを経験し，他者との生活での楽しさや仲間

意識を育んできている。 

これらは、身体的相互作用的関係を元にし

て、自己抑制等が目的を志向する中で生まれ、

次第に学びの芽生えとつながるものである。

それをとりわけ促し、幼児教育の一つの達成

点となるものとして「協同的な学び」の活動

が位置づけられた。 
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